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T L - 2 0  T T - 4 3

斜 角10000x2 河川中心 左76°30’

2%片勾配

0 . 4 %

KH=1.0x1.1x1.0x0.2=0.22 : P1,P2

設計基準強度 σck=240kg/cm2

材質 SD35 許容引張応力度 σsa=1400kg/cm2

設計要領第二集　　　  (S55.4)

SS41 SM50Y

40200+40200+40200

121.400m

KH=1.0x1.2x1.0x0.2=0.24 : A1,A2

道路橋示方書同解説　　(S55.5)
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落橋防止構造

縁端拡幅工

落橋防止構造

(ブロック型ゴム被覆チェーン)

RC縁端拡幅

はく落防止対策工

コンクリート表面処理工

落橋防止構造

縁端拡幅工

はく落防止対策工

コンクリート表面処理工

横変位拘束構造

横変位拘束構造

横変位拘束構造 横変位拘束構造

市
道
１
１
５
号
線

小櫃川大橋(上下線) 耐震補強一般図(その1)

図面の種類

縮　 　 尺

設計会社名

施工会社名

 事務所名 

図面番号 /

市　原　管　理　事　務　所

東日本高速道路株式会社　関東支社

館山自動車道

大鳥居高架橋耐震補強工事

株式会社 建設技術研究所

耐震補強一般図(その1)

小櫃川大橋(上下線)

図　示

側 面 図

平 面 図

S=1:500

S=1:500
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中 間 部 端　部

上部工標準断面図 S=1:200
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A1橋台

横変位拘束構造

1:
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落橋防止構造

縁端拡幅工

横変位拘束構造

落橋防止構造

縁端拡幅工

小櫃川大橋(上下線) 耐震補強一般図(その2)

図面の種類

縮　 　 尺

設計会社名

施工会社名

 事務所名 

図面番号 /

市　原　管　理　事　務　所

東日本高速道路株式会社　関東支社

館山自動車道

大鳥居高架橋耐震補強工事

株式会社 建設技術研究所

耐震補強一般図(その2)

小櫃川大橋(上下線)

図　示

下部工正面図 S=1:200
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場所打ち杭 φ1500　

ℓ=18.50m n=10本

3409 17045 3409
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6@3585=21512

A2橋台

横変位拘束構造

落橋防止構造

縁端拡幅工

はく落防止対策工

コンクリート表面処理工

落橋防止構造

縁端拡幅工

はく落防止対策工

コンクリート表面処理工

横変位拘束構造

小櫃川大橋(上下線) 耐震補強一般図(その3)

図面の種類

縮　 　 尺

設計会社名

施工会社名

 事務所名 

図面番号 /

市　原　管　理　事　務　所

東日本高速道路株式会社　関東支社

館山自動車道

大鳥居高架橋耐震補強工事

株式会社 建設技術研究所

耐震補強一般図(その3)

小櫃川大橋(上下線)

図　示

下部工正面図 S=1:200

活荷重 TL-20 , TT-43

橋長

支間長
40.200m + 40.200m + 40.200m

全幅員
11.650m

設計水平震度 kh=0.22(P1, P2), 0.24(A1, A2)

建設時設計条件

有効幅員
10.000m

上部工形式
鋼3径間連続鈑桁

121.650m上り線

下り線

上り線

下り線

下部工形式

上り線

下り線

上り線

下り線

上り線

下り線

上り線

下り線

ラーメン式橋台2基, 張出式橋脚2基 

完成年月日 1995年(平成7年)12月

設計基準 S53道路橋示方書, S55道路橋示方書, S55設計要領第二集(日本道路公団)

SS41, SM50Y

使用材料

鋼材

支承形式
上り線

下り線

BP-A支承

BP-A支承

11.650m

121.650m

40.200m + 40.200m + 40.200m

10.000m

鋼3径間連続鈑桁

ラーメン式橋台2基, 張出式橋脚2基 

SD35(床版･地覆及び下部工)鉄筋

σck=240kg/cm2(床版･地覆及び下部工)ｺﾝｸﾘｰﾄ

設計基準 H24道路橋示方書・同解説 Ⅳ下部構造編

今回耐震補強設計条件

R6設計要領 第二集 橋梁保全編

鉄筋
使用材料

ｺﾝｸﾘｰﾄ

縁端拡幅工橋脚

落橋防止構造：ブロック型ゴム被覆チェーン
上部工

補強内容

H24道路橋示方書・同解説 Ⅴ耐震設計編

SD345

σck=30N/mm2

横変位拘束構造：RC突起、鋼製ブラケット

4   38



側 面 図
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1.図中詳細寸法は、足場架設後現地実測の上決定のこと。

4.アンカーボルト定着長は既設躯体より15D(D:アンカー径)

2.下部工側は鉄筋探査等を行い、既設鉄筋を切断しない

  以上を確保すること。

注記）

  ように留意すること。

3.既設躯体の部材取付面は、下地処理を行うこと。

A

A

側 面 図

100 400

A1橋台

A2橋台

1853

縁端拡幅工

A - A

1
8
53

1595 258

75°

はく落防止対策工
コンクリート表面処理工

死荷重反力

設計水平力

１本当たりの設計地震力

設計移動量

2232kN

3348kN

1120kN

558mm

560mm

１本当たりの設計引張力 1236kN

G1,G5

G3

901

全周にシーリング 

不陸調整樹脂パテ材  

t=5mm 

図面の種類

縮　 　 尺

設計会社名

施工会社名

 事務所名 

図面番号 /

市　原　管　理　事　務　所

東日本高速道路株式会社　関東支社

館山自動車道

大鳥居高架橋耐震補強工事

株式会社 建設技術研究所

小櫃川大橋(上り線) A1橋台 落橋防止構造 C1(L) 配置図

A1橋台 落橋防止構造 C1(L) 配置図

小櫃川大橋(上り線)

図　示

S=1:75 5   38
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1.図中詳細寸法は、足場架設後現地実測の上決定のこと。

4.アンカーボルト定着長は既設躯体より15D(D:アンカー径)

2.下部工側は鉄筋探査等を行い、既設鉄筋を切断しない

  以上を確保すること。

注記）

  ように留意すること。

3.既設躯体の部材取付面は、下地処理を行うこと。

死荷重反力

設計水平力

１本当たりの設計地震力

設計移動量

2232kN

3348kN

1120kN

558mm

560mm

１本当たりの設計引張力 1236kN

G1,G5

G3

全周にシーリング 

不陸調整樹脂パテ材  

t=5mm 

全周にシーリング 

不陸調整樹脂パテ材  

縁端拡幅工

全周にシーリング 

不陸調整樹脂パテ材  

縁端拡幅工

t=5mm 

t=5mm 

図面の種類

縮　 　 尺

設計会社名

施工会社名

 事務所名 

図面番号 /

市　原　管　理　事　務　所

東日本高速道路株式会社　関東支社

館山自動車道

大鳥居高架橋耐震補強工事

株式会社 建設技術研究所

小櫃川大橋(上り線) A1橋台 落橋防止構造 C1(L) 構造図(その1)

小櫃川大橋(上り線)

A1橋台 落橋防止構造 C1(L) 構造図(その1)

S=1:75

図　示

[配置図]
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1．特記なき鋼材の材質は全てSM490YBとする。

3．アンカーボルトを配置する際には鉄筋探査を行い、

2．下部工付ブラケットは、全て溶融亜鉛メッキ

　 既設部の鉄筋に干渉しないように注意すること。

注記）

   付着量は、JIS H8641 HDZT77とする。

   ただし、ボルト･ナット類はHDZT49とする。

4．施工に先だち現場実測を行い寸法変更の際、必要で

   あれば応力計算を行い、安全性を確保すること。

   仕上げとする。

樹脂パテ材(t=5mm程度)
不陸調整

B - B

下部工付ブラケット

 6-1種 Nut M39 (SS400)
 6-3種 Nut M39 (SS400)
 6-Washer  M39 (SS400)

 6-Anc Bolt D41×980 (SD345)

 2-Rib. Pl 180×22×190 (SM490A)

 1-Top. Pl 385×36×720
 1-Base.Pl 500×22×750 (SM490A)
製作数：3基

A - A
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C - C
 4-Rib. Pl   65×22× 120
 2-Top. Pl  368×36×1010
 1-Base.Pl  300×22×1040

10-TCB M22× 85 <75> (2-W付)(S10T)
 8-TCB M22×105<100> (2-W付)(S10T)

製作数：3基

D - D
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主桁補強材詳細
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製作数：3基

 4-BASE PL  200×22×145 (SM400A)

 4-RIB  PL  108×22×205 (SM400A)

 8-TCB M22×90(S10T)

 4-BASE PL  200×22×215 (SM400A)

4-φ24.5孔

【7リンクワイド】

ブロック型ゴム被覆チェーン(参考図) ピン詳細 アンカーボルト詳細図 S=1:12.5

a部詳細図(参考)

9

36

裏当て材

4

2 34

45
°

*1 調整ﾘﾝｸﾞの溶接は全周隅肉溶接とする。

*2 端末ﾘﾝｸの防錆仕様はHDZT77とする。

*3 製品計算重量: 158.7 kgf
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4-WASHER M72 (SS400)

2-R.B φ75×370(SCM435)

4-NUT M72(1種)(SS400)

4-割ピンφ10×105 (SUS304)
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∅10

M72 M72M72

製作数： 3組

* ピンの防錆仕様はHDZT49とする。
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"b"部詳細
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M
39

28

M39 1種ナット

M39 3種ナット

5縁端拡幅 250削孔長 625

10 定着長 615

アンカーボルト長 980

115

エポキシ樹脂充填
不陸調整材

75
°
45
'1
0"

5.「F.P.」の表記のある箇所は完全溶込み溶接を用いる。

材料表（落橋防止構造1箇所当たり）

数量規　　格 単位 摘        要名　　　　称

ブロック型ゴム被覆チェーン 1270kN 本 1

丸鋼(R.B)

ナット

座金

割ピン

φ75×370

M72　1種

M72

φ10×105

個

個

枚

個

2

4

4

4

7リンクワイド

SCM435

SS400

SS400

SUS304

シーリング詳細図 S=1:5
20

20

ベースプレート

不陸調整材
(t=5mm)

シーリング材 

ネジ切り長

溶融亜鉛メッキ

注：アンカーボルトはネジ切り部にのみ溶融亜鉛メッキを施す。

6．上部工ブラケット・補強材は上部工と同等以上の塗装

R5
0

M39 座金

仕様とする。

小櫃川大橋(上り線) A1橋台 落橋防止構造 C1(L) 構造図(その2) S=1:25

[取付概要図]

図面の種類

縮　 　 尺

設計会社名

施工会社名

 事務所名 

図面番号 /

市　原　管　理　事　務　所

東日本高速道路株式会社　関東支社

館山自動車道

大鳥居高架橋耐震補強工事

株式会社 建設技術研究所

小櫃川大橋(上り線)

A1橋台 落橋防止構造 C1(L) 構造図(その2)

図　示
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1
1
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横変位拘束構造(RC突起）

900 386

A - A

1.図中詳細寸法は、足場架設後現地実測の上決定のこと。

4.アンカーボルト定着長は既設躯体より15D(D:アンカー径)

2.下部工側は鉄筋探査等を行い、既設鉄筋を切断しない

  以上を確保すること。

注記）

  ように留意すること。

3.既設躯体の部材取付面は、下地処理を行うこと。

はく落防止対策工
コンクリート表面処理工

はく落防止対策工

コンクリート表面処理工

75°

4
7
31

死荷重反力

設計水平力

１本当たりの設計地震力

設計移動量

2220kN

3330kN

1110kN

568mm

570mm

１本当たりの設計引張力 1225kN

G1,G5

G3

870

縁端拡幅工

全周にシーリング 

不陸調整樹脂パテ材  
t=5mm 

図面の種類

縮　 　 尺

設計会社名

施工会社名

 事務所名 

図面番号 /

市　原　管　理　事　務　所

東日本高速道路株式会社　関東支社

館山自動車道

大鳥居高架橋耐震補強工事

株式会社 建設技術研究所

小櫃川大橋(上り線) A2橋台 落橋防止構造 C1(M) 配置図

A2橋台 落橋防止構造 C1(M) 配置図

小櫃川大橋(上り線)

図　示

S=1:75 8   38
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落橋防止構造

2.033%
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568(移動可能量)

1.図中詳細寸法は、足場架設後現地実測の上決定のこと。

4.アンカーボルト定着長は既設躯体より15D(D:アンカー径)

2.下部工側は鉄筋探査等を行い、既設鉄筋を切断しない

  以上を確保すること。

注記）

  ように留意すること。

3.既設躯体の部材取付面は、下地処理を行うこと。

死荷重反力

設計水平力

１本当たりの設計地震力

設計移動量

2220kN

3330kN

1110kN

568mm

570mm

１本当たりの設計引張力 1225kN

G1,G5

G3

全周にシーリング 

不陸調整樹脂パテ材  
t=5mm 

全周にシーリング 

不陸調整樹脂パテ材  
t=5mm 

全周にシーリング 

不陸調整樹脂パテ材  
t=5mm 

図面の種類

縮　 　 尺

設計会社名

施工会社名

 事務所名 

図面番号 /

市　原　管　理　事　務　所

東日本高速道路株式会社　関東支社

館山自動車道

大鳥居高架橋耐震補強工事

株式会社 建設技術研究所

小櫃川大橋(上り線) A2橋台 落橋防止構造 C1(M) 構造図(その1)

小櫃川大橋(上り線)

A2橋台 落橋防止構造 C1(M) 構造図(その1)

S=1:75

図　示

[配置図]
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【7リンクワイド】

ブロック型ゴム被覆チェーン(参考図) ピン詳細

a部詳細図(参考)

9

36

裏当て材

4

2 34

45
°

樹脂パテ材(t=5mm程度)
不陸調整

B - B

下部工付ブラケット

 6-1種 Nut M39 (SS400)
 6-3種 Nut M39 (SS400)
 6-Washer  M39 (SS400)

 6-Anc Bolt D41×980 (SD345)

 2-Rib. Pl 190×22×322

 1-Top. Pl 383×36×720
 1-Base.Pl 720×22×750
製作数：3基

A - A C - C
 4-Rib. Pl   65×22× 120
 2-Top. Pl  368×36×1010
 1-Base.Pl  300×22×1040

10-TCB M22× 85 <75> (2-W付)(S10T)
 8-TCB M22×105<100> (2-W付)(S10T)

製作数：3基

D - D

*1 調整ﾘﾝｸﾞの溶接は全周隅肉溶接とする。

*2 端末ﾘﾝｸの防錆仕様はHDZT77とする。

*3 製品計算重量: 158.7 kgf

607

1017

1128

920

141

φ
58

324

60

5
92

2
45

245

60

125

60

351

φ
62

2
08

φ
48

φ
24

2
45

60
1
25

1
92

φ
12

∅
75

370

150 58110 1078

125

4-WASHER M72 (SS400)

2-R.B φ75×370(SCM435)

4-NUT M72(1種)(SS400)

4-割ピンφ10×105 (SUS304)

20

110

∅10

M72 M72M72

製作数： 3組

* ピンの防錆仕様はHDZT49とする。

58 10 78

125

35
2
30

35

3
00

65
36

68
36

65

98
1
04

98

3
00

15
15

22

8584085

15 1010 15

1040

2218-φ24.5孔

上部工付ブラケット

15 3668 36 15

720

75
75

7
50

3
00

3
00

75 570 75

720

22
22

2
10

3
00

2
10

15
15

7
20

6-φ44孔

B

B

75 570 75

720

15 279 267 15

50
1
40

1
90

22

50

322

272 50

225

175

F.P. F.P. 

  F.P.

522368

90 278

50

300

7
50

190

桁端側支間中央側

35 230 35

300

15C埋め戻し

35
30
36

68
36
30
35

65 140 65 1515

3
00

1
9<
1
2>

1
58

1
20

2
78

90

3
68

22

30
90

F.P.

F.P.

F.P.

"a"

 1-Top. Pl 360×36×720

 2-Rib. Pl 190×22×267

40

22

120 40

200

40

22

120 40

200640

840

50
75

90

10
2
05

22
2
15

4-φ24.5孔 4-φ24.5孔

F

F

E E

15 108
22
10
22
108 15

50 50

F - F

3511011035

10145 145

90
75

50

22

50

2
05

10

2
15

埋め戻し15C

"b"

15
C F.P.

8

主桁補強材詳細

E - E

3
00

4-φ24.5孔

A A

1
45 1
10

10

1
101
45

35

40

22

120 40

200 640

40

22

12040

200

35

15
1
08
22
10
22
1
08

15

製作数：3基

 4-BASE PL  200×22×145 (SM400A)

 4-RIB  PL  108×22×205 (SM400A)

 8-TCB M22×90(S10T)

 4-BASE PL  200×22×215 (SM400A)

4-φ24.5孔

"b"部詳細

15
C

S=1:12.5

7

7
G

G1,<G3>,G5

36 68 3
6

 383

90
300390

5 360

22
22

2
10

3
00

2
10

7
20

15
15

3
85

3
35

∅78

R90

15101015

355655

8585

2222

840

1
9<
1
2>

3
00

22
2
78

3
68

22

1
20

2
48

40 8x120=960 40

1040

R
90

∅
78

D

C C

D

40 8x120=960 40

アンカーボルト詳細図 S=1:12.5

φ
51

D
41

削
孔

径
　

　
　
　

ア
ン

カ
ー

径
　
　

22
6

23
31

M
39

28

M39 1種ナット

M39 3種ナット
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エポキシ樹脂充填
不陸調整材
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材料表（落橋防止構造1箇所当たり）

数量規　　格 単位 摘        要名　　　　称

ブロック型ゴム被覆チェーン 1270kN 本 1

丸鋼(R.B)

ナット

座金

割ピン

φ75×370

M72　1種

M72

φ10×105

個

個

枚

個

2

4

4

4

7リンクワイド

SCM435

SS400

SS400

SUS304

シーリング詳細図 S=1:5
20

20

ベースプレート

不陸調整材
(t=5mm)

シーリング材 

ネジ切り長

溶融亜鉛メッキ

注：アンカーボルトはネジ切り部にのみ溶融亜鉛メッキを施す。

R5
0

M39 座金

1．特記なき鋼材の材質は全てSM490YBとする。

3．アンカーボルトを配置する際には鉄筋探査を行い、

2．下部工付ブラケットは、全て溶融亜鉛メッキ

　 既設部の鉄筋に干渉しないように注意すること。

注記）

   付着量は、JIS H8641 HDZT77とする。

   ただし、ボルト･ナット類はHDZT49とする。

4．施工に先だち現場実測を行い寸法変更の際、必要で

   あれば応力計算を行い、安全性を確保すること。

   仕上げとする。

5.「F.P.」の表記のある箇所は完全溶込み溶接を用いる。

6．上部工ブラケット・補強材は上部工と同等以上の塗装

仕様とする。

小櫃川大橋(上り線) A2橋台 落橋防止構造 C1(M) 構造図(その2) S=1:25

[取付概要図]

図面の種類

縮　 　 尺

設計会社名

施工会社名

 事務所名 

図面番号 /

市　原　管　理　事　務　所

東日本高速道路株式会社　関東支社

館山自動車道

大鳥居高架橋耐震補強工事

株式会社 建設技術研究所

小櫃川大橋(上り線)

A2橋台 落橋防止構造 C1(M) 構造図(その2)

図　示
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注記)

2.補強部分(既設面)は、WJによる表面処理を行うこと。

1.既設構造物の形状は、竣工図面を基に復元したもの

  必要に応じて施工内容を精査すること。

3.橋軸方向中心の鉄筋のアンカー削孔箇所は、

　必要に応じてアンカー位置を調整すること。

  であるため、現地にて既設構造物の寸法を計測し、

  事前に探査により鉄筋位置を確認し、

SD30
鉄筋

既設使用材料

240kg/cm2

柱

補強使用材料

縁端拡幅工B

SD30

SD345

主鉄筋

帯鉄筋・他

コンクリート

鉄筋

コンクリート 30N/mm2

1A

符号 本数径

(mm) (kg/m) (kg) (kg)

kg

5-1

D25

746

鉄筋質量表

合  計 746

A種鉄筋

D16 446 kg

A D16

kg

長さ 単位質量 一本当り質量 質量 摘要

(橋脚１基当り)

SD345

鉄筋加工寸法表
曲げ加工時の減長

2A D16

D25 300 kgSD345

断 面 図正 面 図

平 面 図

A D165-2

4.継手位置は千鳥配置とすること。8789
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A D16 660 6 1.56 1.03 6

3-1

3-2

1
3
00

1
01

3
36

4
00

3
50

(
25
0)

削
孔
径

35

250

66 109 75

42 45

45
45

50 141 59

1
1
94

53

D16

D16

既設橋座部

コンクリート表面処理工

53

3
50

(
25
0)

3
00

6
00

(
80
0)

D25

削孔長 385

定着長 37510

1
63

削
孔
径

35

D25

削孔長 385

定着長 37510

1
3
00

1
01

3
36

4
00

250

66 115 69

42 45

50 147 53

53

D16

D16

既設橋座部

表面処理

3
50

3
00

1
63

削
孔
径

26

D16

削孔長 250

定着長 24010

1 - 1 3 - 3

1
1
94

5345
45

3
90

削
孔
径

26

5
60

D16

削孔長 663

定着長 24010 413

定着長 375

(15D)

10

D
25

エポキシ樹脂注入

アンカー筋 D25

樹脂アンカー詳細図 S=1:20

φ
35

385

(コア削孔φ35x385)

定着長 240

(15D)

10

D
16

エポキシ樹脂注入

アンカー筋 D16

φ
26

250

(コア削孔φ26x250)
図面の種類

縮　 　 尺

設計会社名

施工会社名

 事務所名 

図面番号 /

市　原　管　理　事　務　所

東日本高速道路株式会社　関東支社

館山自動車道

大鳥居高架橋耐震補強工事

株式会社 建設技術研究所

A1橋台 縁端拡幅工B 詳細図

小櫃川大橋(上り線) A1橋台 縁端拡幅工B 詳細図 S=1:100

小櫃川大橋(上り線)

図示

かぶり詳細図 S=1:20

縁端拡幅工B

[配筋図］,［鉄筋加工図]
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45°

250

762 538

1300

1
1
00

P2橋脚

A2

2
90

(
36
0)

6
00

2
10

(
14
0)

注記)

2.補強部分(既設面)は、WJによる表面処理を行うこと。

1.既設構造物の形状は、竣工図面を基に復元したもの

  必要に応じて施工内容を精査すること。

3.橋軸方向中心の鉄筋のアンカー削孔箇所は、

　必要に応じてアンカー位置を調整すること。

  であるため、現地にて既設構造物の寸法を計測し、

  事前に探査により鉄筋位置を確認し、

SD30
鉄筋

既設使用材料

240kg/cm2

柱

補強使用材料

縁端拡幅工B

SD30

SD345

主鉄筋

帯鉄筋・他

コンクリート

鉄筋

コンクリート 30N/mm2

1A

符号 本数径

(mm) (kg/m) (kg) (kg)

kg

3-1

920 82 3.66 300

642

鉄筋質量表

合  計 642

A種鉄筋

D16 342 kg

4500 8 7.02 56A D16 1.56

3.98

kg

長さ 単位質量 一本当り質量 質量 摘要

(橋脚１基当り)

SD345

鉄筋加工寸法表

曲げ加工時の減長

2A D16 1340 86 2.09 1801.56

300 kgSD345

断 面 図正 面 図

平 面 図

8460 13.2 106A D16 1.563-2

4.継手位置は千鳥配置とすること。

8

1
1
00

1
01

3
46

3
00

2
52

1
01

1
A

D25

3-2
A

D16

3-1

2
A

D16

A
D16

3-1
A

D16

3-2
A

D16

53 40@300=12000 187.553

320 40@300=12000 220

12540

1
3
00

7
62

5
38

12540

A2

53 246.5 40@300=12000 187.5 53

320 40@300=12000 220

1
A

D25

A
D163-2

A
D163-1

2
A

D16

8453

568

3
75

82-D25 x 920
A
1

86-D16 x 1340
A
2

141

9
94

2
40

500

4500

8-D16 x 4500
A
3-1 8-D16 x 8460

A
3-2

2
50

P
2
橋
脚

246.5
D25

D25

θ＝90°

21 75

a ΔLR径

D16 48

a

R=
3.
0φ

R=
5.
5φ R=5φ+1/2φ

θ＞90°

R=2.5φ+1/2φ

θ≦90°

θ

2
90

6
00

2
10

1
1
00 3
60

6
00

1
40

32118D25 75

1
1
00

1
01

3
46

3
00

2
90

(
36
0)

6
00

250

6610975

4245

45
45

5014159

9
94

53

D16

D16

既設橋座部

コンクリート表面処理工

53

2
10

(
14
0)

2
52

1
01

削
孔
径

35

D25

削孔長 385

定着長 375 10

削
孔
径

35

D25

削孔長 385

定着長 375 10

樹脂アンカー詳細図 S=1:20

定着長 375

(15D)

10

D
25

エポキシ樹脂注入

アンカー筋 D25

φ
35

385

(コア削孔φ35x385) 図面の種類

縮　 　 尺

設計会社名

施工会社名

 事務所名 

図面番号 /

市　原　管　理　事　務　所

東日本高速道路株式会社　関東支社

館山自動車道

大鳥居高架橋耐震補強工事

株式会社 建設技術研究所

A2橋台 縁端拡幅工B 詳細図

小櫃川大橋(上り線) A2橋台 縁端拡幅工B 詳細図 S=1:100

小櫃川大橋(上り線)

図示

かぶり詳細図 S=1:20

縁端拡幅工B

[配筋図］,［鉄筋加工図]
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258

1
3
00

7
71

50
3
50

3
54

815 52 418

7
54

縁端拡幅工

（250mm）

815

134 547 134

緩衝ゴム t=50mm 800×350

(クロロプレンゴム　硬度55°±5°)

アンカー D51

削孔径　 φ61

樹脂アンカー定着

25
4
50

上部工側

鋼製ブラケット

アンカー詳細図

790

1
00

S=1:30

定
着

長
 
7
76

10

削
孔

長
 
7
86

定
着

長
 
7
65

10

削
孔

長
 
7
75

6
54 7
54

130 530 130

D51

φ61

1
00

6
717
71

D51

φ61

エポキシ樹脂注入材

緩衝ゴム t=50mm 800×350

(クロロプレンゴム　硬度55°±5°)

アンカーD51

75

1
45

1
25

2
70

1
0
45

1
34

1
25

2
59

1
0
45

機械式継手

A
1
橋
台

A
2
橋
台

1
2
50

7
66

4
84

2
50

164 815 470

A

A

縁端拡幅工

(250mm)

横変位拘束構造(RC突起）

258

  52 418134 547 134

アンカー D51

削孔径　 φ61

樹脂アンカー定着

緩衝ゴム t=50mm 800×350

(クロロプレンゴム　硬度55°±5°)

1
2
92

2
9
9

9
0
0

93
1
0
0

3
5
0

3
5
0

1
0
0

790

130
530

130

1
6
60

355
100

上部工側

鋼製ブラケット

緩衝ゴム t=50mm 800×350

(クロロプレンゴム　硬度55°±5°)

900

50 800 50

7
70

50
3
50

3
70

67
3
03

アンカー D51

削孔径　φ61

樹脂アンカー定着

100 350 350 100

900

縁端拡幅工

(250mm)

4-D22 X 1970

H 1-1 D51 1040 3 15.9 16.5 50 （3）D51+D51

H 1-2 D51 1200 3 15.9 19.1 57

（3）D51+D51H 1-3 D51 1040 3 15.9 16.5 50

H 2 D22 1970 4  3.04 5.99 24

H 3 D22 2000 4  3.04 6.08 24

H 5 D22 960 2  3.04 2.92 6

217

(機械継手)

合　計 D51 157 kg (6) D51+D51

D22 60 kg

総質量 217 kg (6)

鉄筋質量表
種 別 径

(mm)

長  さ 本 数

(kg/m)

単位質量

(kg/本)

一本当り質量

(kg)

質  量 摘  要

[樹脂アンカー]

[6]

[6]

注）（　　）は機械式継手、[  ]は樹脂アンカー、<　>は機械式定着の箇所数を示す。

[3]

[3]

<機械式定着>

<4>

<4>

<2>

H 4 D22 960 2  3.04 2.92 6 <2>

橋軸直角方向 橋軸直角方向

1 - 1 2 - 2

790

93.5 603 93.5

1
95

3
@1
25

=
3
75

2
00

7
70

130 530 130

790

D51H1

D22H4

100 350 100

900

63.5 63.5

100 350 100

900

350

350

橋
軸

方
向

9
00

6
3
.5

3
50

4
23

6
3
.5

790

93.5 603 93.5

D51H1

1

1

2

2

4 4

3 - 3

1
0
35

2
45

224

2
45

1
0
35

H 3-D51 X 1040

H 3-D51 X 1200

H 3-D51 X 1040

R153 R1
53

24024
0

1-2

1-1 1-3

H2

220

15
6

156

104

6
41

471

220
R66

R6
6

R66

2-D22 X 960H4

570

2
07R66

176

橋
軸

方
向

790

85.5 619 85.5

4 - 4

3 3

1
95

3
@1
25

=
3
75

2
00

7
70

D22H2

D22H4

9
00

1
00

3
50

3
50

1
00

D22H3

D22H5

2-D22 X 960H5

586

2
07R66

176

9
00

5
5
.5

3
58

4
31

5
5
.5

9
00

1
00

3
50

3
50

1
00

156

220

R66

220

15
6

R66

6
57

487

R6
6

4-D22 X 2000H3

機械式定着 機械式定着

D22H2

D22H3

D22H5

D51H1

D22H2    D22H4

130 530 130

D22H3    D22H5

104

SD345

SD345

A1 P1 P2 A2

配置図

下り線

上り線

横変位拘束構造
設置箇所：1基

かぶり詳細図　　S=1:20

130

85.5

52.5

φ67

D51

800

100 100

3
50

5
0

2
50

5
0

緩衝ゴム取付詳細図

50

30　　20

φ
30

φ
14

 1-GUM 350x50x800(クロロプレンゴム 硬度55 ±5°)

製作数：1

200 200 200

5
0

3
50

2
50

5
0

S=1:30

a

"a"部詳細

20 30

φ
14

φ
30

50 50

S=1:5

 8-B M12x90(SS400)(W付き)

製作数：1

 インサートM12×50

小櫃川大橋(上り線) A1橋台 横変位拘束構造C 構造詳細図(その1) S=1:50

図　示

A1橋台 横変位拘束構造C 構造詳細図(その1)

小櫃川大橋(上り線)

注記)

1.既設構造物の形状は、竣工図面を基に復元したもので

　に応じて施工内容を精査すること。

  てWJによる表面処理を行うこと。

3.既設躯体側は鉄筋検査等を行い、既設鉄筋を切断しな

  あるため、現地にて既設構造物の寸法を計測し、必要

2.既設コンクリート及び新設コンクリートの接合面は全 

  いように留意すること。 

図面の種類

縮　 　 尺

設計会社名

施工会社名

 事務所名 

図面番号 /

市　原　管　理　事　務　所

東日本高速道路株式会社　関東支社

館山自動車道

大鳥居高架橋耐震補強工事

株式会社 建設技術研究所

正 面 図

平 面 図

断 面 図
A - A
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上部工ブラケット

A - A

RG1

2229632

350 10

1

1

22

B

B

0.401%25

LEVEL

12

22

218.5

19

12

218.5159.4

399.4

B - B

A A

C

C

C - C

40

130

90

S1

D

D

6814583

296

32

22

2 3

D - D

1 部材

d

d

F.P.

83 145 68

29632 22

F.P.

7

22
22

2
00

3
19

1
19

e

e

10

7

F.P.

a a

a - a

83 145 68

29632 22

70
1
60

40

22

15

4
50

4
20

15

4
50

F.P. 10

7

b - b

bb

cc

c - c

15

130

15

32 166 22

15

4
50

1
39

22
2
59

15

7

15

4
50

4
20

15

d - d e - e

15

4
50

4
20

15

22

2 部材

40

4
20

1
60

70

115 105

220

3 部材

40

4
20

1
60

70

40 68

108

製作数：1

1-FILL PL 420x 43x  220(SS400)

製作数：2

1-FILL PL 420x 12x  108(SS400)

2
18
.5

製作数：1

 2-BASE PL  450x 32x  319(SM490YB)

 2-BASE PL  450x 22x  219

 2-BASE PL  420x 22x  296

 2-H.RIB PL 182x 22x  296

 2-V.RIB PL 259x 22x  130

 2-V.RIB PL 139x 22x  130

 6-TCB M22x125(S10T)

76
°

70
1
60

1
50

40

15

4
50

4
20

15

4
50

3
19

43
3
19

22
1
39

15
2
59

15

4
50

15 93 22 167 22

319 43 319

22 167 22 93

15
1
39

22
2
59

15

22

178

319

22 104 15 181.5

218.5

22 15

1
50

1
50

1
50

既設ボルト孔明け

3-φ24.5

22

シール施工

既設コンクリート

85
1
60

1
50

25
4
50

55

25
4
50

10 130

R20

130

15

145 151

1
54

2
74

15

F.P.

4
20

43

220 108

小櫃川大橋(上り線) A1橋台 横変位拘束構造C 構造詳細図(その2) S=1:20

図　示

A1橋台 横変位拘束構造C 構造詳細図(その2)

小櫃川大橋(上り線)
図面の種類

縮　 　 尺

設計会社名

施工会社名

 事務所名 

図面番号 /

市　原　管　理　事　務　所

東日本高速道路株式会社　関東支社

館山自動車道

大鳥居高架橋耐震補強工事

株式会社 建設技術研究所

2.特記無きスカーラップは全てR50とする。

1.特記無き材質は全てSM400Aとする。

注記）

3.　印はTCB(S10T)M22を示す。ボルト孔はφ26.5とする。

4.事前に現地計測を行い、製作／施工に反映すること。

5.「F.P.」の表記のある箇所は完全溶込み溶接を用いる。

6.上部工ブラケットは上部工と同等以上の塗装仕様とする。
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7
54

50
3
50

3
71

810 51 740

7
71

810

543 133

緩衝ゴム t=50mm 800×350

(クロロプレンゴム　硬度55°±5°)

アンカー D51

削孔径　 φ61

樹脂アンカー定着

133

25
2
70

75

上部工側

鋼製ブラケット

3
05

アンカー詳細図

790

1
00

S=1:30

定
着

長
 
7
65

10

削
孔

長
 
7
75

定
着

長
 
7
76

10

削
孔

長
 
7
86

6
71

7
71

130 530 130

D51

φ61

1
00

6
54

7
54

D51
φ61

エポキシ樹脂注入材

緩衝ゴム t=50mm 800×350

(クロロプレンゴム　硬度55°±5°)

アンカーD51

75

1
34

1
25

2
59

1
0
45

1
45

1
25

2
70

1
0
45

機械式継手

A
2
橋
台

A
1
橋
台

1
3
00

6
00

7
62

5
38

横変位拘束構造(RC突起）

緩衝ゴム t=50mm 800×350

(クロロプレンゴム　硬度55°±5°)

A

A

790

130
530

130

900
100

350
350

100

386

46

1332

133 543    51 740

791810591

133

256

アンカー D51

削孔径　 φ61

樹脂アンカー定着

672
100

上部工側

鋼製ブラケット

縁端拡幅工

(250mm)

緩衝ゴム t=50mm 800×350

(クロロプレンゴム　硬度55°±5°)

900

800 50

7
70

50
3
50

3
70

45
3
25

アンカー D51

削孔径　φ61

樹脂アンカー定着

100350350100

900

50

4-D22 X 1970

H 1-1 D51 1040 3 15.9 16.5 50 （3）D51+D51

H 1-2 D51 1200 3 15.9 19.1 57

（3）D51+D51H 1-3 D51 1040 3 15.9 16.5 50

H 2 D22 1970 4  3.04 5.99 24

H 3 D22 2000 4  3.04 6.08 24

H 5 D22 960 2  3.04 2.92 6

217

(機械継手)

合　計 D51 157 kg (6) D51+D51

D22 60 kg

総質量 217 kg (6)

鉄筋質量表
種 別 径

(mm)

長  さ 本 数

(kg/m)

単位質量

(kg/本)

一本当り質量

(kg)

質  量 摘  要

[樹脂アンカー]

[6]

[6]

注）（　　）は機械式継手、[  ]は樹脂アンカー、<　>は機械式定着の箇所数を示す。

[3]

[3]

<機械式定着>

<4>

<4>

<2>

H 4 D22 960 2  3.04 2.92 6 <2>

橋軸直角方向 橋軸直角方向

1 - 1 2 - 2

790

93.5 603 93.5

1
95

3
@1
25

=
3
75

2
00

7
70

130 530 130

790

D51H1

D22H4

100 350 100

900

63.5 63.5

100 350 100

900

350

350

橋
軸

方
向

9
00

6
3
.5

3
50

4
23

6
3
.5

790

93.5 603 93.5

D51H1

1

1

2

2

4 4

3 - 3

1
0
35

2
45

224

2
45

1
0
35

H 3-D51 X 1040

H 3-D51 X 1200

H 3-D51 X 1040

R153 R1
53

24024
0

1-2

1-1 1-3

H2

220

15
6

156

104

6
41

471

220
R66

R6
6

R66

2-D22 X 960H4

570

2
07R66

176

橋
軸

方
向

790

85.5 619 85.5

4 - 4

3 3

1
95

3
@1
25

=
3
75

2
00

7
70

D22H2

D22H4

9
00

1
00

3
50

3
50

1
00

D22H3

D22H5

2-D22 X 960H5

586

2
07R66

176

9
00

5
5
.5

3
58

4
31

5
5
.5

9
00

1
00

3
50

3
50

1
00

156

220

R66

220

15
6

R66

6
57

487

R6
6

4-D22 X 2000H3

機械式定着 機械式定着

D22H2

D22H3

D22H5

D51H1

D22H2    D22H4
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104
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A1 P1 P2 A2

配置図

下り線

上り線 横変位拘束構造
設置箇所：1基

かぶり詳細図　　S=1:20
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φ67
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3
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5
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50

5
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緩衝ゴム取付詳細図
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φ
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φ
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 1-GUM 350x50x800(クロロプレンゴム 硬度55 ±5°)

製作数：1
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5
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3
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2
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5
0

S=1:30

a

"a"部詳細

20 30

φ
14

φ
30

50 50

S=1:5

 8-B M12x90(SS400)(W付き)

製作数：1

 インサートM12×50

小櫃川大橋(上り線) A2橋台 横変位拘束構造C 構造詳細図(その1) S=1:50

図　示

A2橋台 横変位拘束構造C 構造詳細図(その1)

小櫃川大橋(上り線)

注記)

1.既設構造物の形状は、竣工図面を基に復元したもので

　に応じて施工内容を精査すること。

  てWJによる表面処理を行うこと。

3.既設躯体側は鉄筋検査等を行い、既設鉄筋を切断しな

  あるため、現地にて既設構造物の寸法を計測し、必要

2.既設コンクリート及び新設コンクリートの接合面は全 

  いように留意すること。 

図面の種類

縮　 　 尺

設計会社名

施工会社名

 事務所名 

図面番号 /

市　原　管　理　事　務　所

東日本高速道路株式会社　関東支社

館山自動車道

大鳥居高架橋耐震補強工事

株式会社 建設技術研究所

正 面 図

平 面 図

断 面 図
A - A
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上部工ブラケット

A - A

RG5

2261332

667 10

1

1

22

19

40
1
50

1
50
.5

1
50

40
1
50
.5

B

B

0.399%

25

LEVEL

2
70

150 150.5 150.5 150

65

22 1
90

12

22

319

19

12

31960.2

400.7

B - B

2

3

A A

C

C

C - C

40

130

90 95 35

13010

22

40

2
40

15

2
70

15

25

1
60

40

S2

100.2

D

D

68903x125=37580

613

32

22

4 5
6

7

D - D

1 部材

d

d

F.P.

80 3x125=375 90 68

61332 22

F.P.

7

488

22
22

2
00

3
19

1
19

e

e

10

7

40

3
19

F.P.

a a

a - a

80 3x125=375 90 68

61332 22

40
1
60

40

22

15

3
45

3
15

15

3
45

F.P. 10

7

b - b

bb

cc

c - c

15

488

15

32 125 22

15

3
45

1
09

22
1
84

15

7

15

3
45

3
15

15

d - d e - e

15

3
45

3
15

15

22

1
15

1
90

40

2 部材

7

40
1
50

1
34
.2

2
86
.7

22

15

15

3
24
.2

2
2
.5

g

g

15 286.7 22.5

134.2

324.2

15040

221
90

15

2
70

2
40

15

40
40

g - g f - f

f f

3 部材

j

j

j - j i - i

i i

h

h

h - h

22

15
2
40

15

2
70

1
20

40

1
20

1
60

40

15

97.1

35

77.1

112.1

22

k

k

k - k

22

15
2
40

15

2
70

1
20

40

1
20

1
60

40

15

88.1

35

68.1

103.1

22

22

15

40
1
50

1
22
.9

2
75
.4

3
12
.9

15
2
2
.5

7

15275.422.5

122.9 150 40

312.9

22 1
90

40
4015

2
40

15

2
70

4 部材

40

3
15

1
60

40

112 3x125=375 50

537

5 部材

40

3
15

1
60

40

40 68

108

6 部材

40

2
40

1
60

40

77.1

35

112.1

7 部材

40

2
40

1
60

40

68.1

35

103.1

製作数：1

1-FILL PL 315x 43x  537(SS400)

製作数：2

1-FILL PL 315x 12x  108(SS400)

製作数：1

1-FILL PL 240x 12x  112(SS400)

製作数：1

1-FILL PL 240x 12x  103(SS400)

製作数：1

1-BASE PL  270x 22x  324

1-BASE PL  240x 22x  117

1-H.RIB PL 103x 22x  308

2-HTB M22x 95(F10T)・・・頭締め

15

1
50

1
29

製作数：1

 2-BASE PL  345x 32x  319(SM490YB)

 2-BASE PL  345x 22x  319

 2-BASE PL  315x 22x  613

 2-H.RIB PL 282x 22x  613

 2-V.RIB PL 184x 22x  488

 2-V.RIB PL 109x 22x  488

15-TCB M22x125(S10T)

 8-TCB M22x 90(S10T)

製作数：1

1-BASE PL  270x 22x  313

1-BASE PL  240x 22x  103

1-H.RIB PL  82x 22x  275
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既設ボルト孔明け

5-φ24.5

既設ボルト孔明け
8-φ24.5

25

2
70

3
45

10

7

10

7

F.P.

小櫃川大橋(上り線) A2橋台 横変位拘束構造C 構造詳細図(その2) S=1:20

図　示

A2橋台 横変位拘束構造C 構造詳細図(その2)

小櫃川大橋(上り線)
図面の種類

縮　 　 尺

設計会社名

施工会社名

 事務所名 

図面番号 /

市　原　管　理　事　務　所

東日本高速道路株式会社　関東支社

館山自動車道

大鳥居高架橋耐震補強工事

株式会社 建設技術研究所

4.　印はHTB(F10T)M22 頭締めを示す。

2.特記無きスカーラップは全てR50とする。

1.特記無き材質は全てSM400Aとする。

注記）

3.　印はTCB(S10T)M22を示す。ボルト孔はφ26.5とする。

5.事前に現地計測を行い、製作／施工に反映すること。

    ボルト孔はφ26.5とする。

6.「F.P.」の表記のある箇所は完全溶込み溶接を用いる。

7.上部工ブラケットは上部工と同等以上の塗装仕様とする。

16   38



側 面 図

平 面 図

断 面 図

12464@2262.5=90501691
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横変位拘束構造(RC突起）

A - A

1.図中詳細寸法は、足場架設後現地実測の上決定のこと。

4.アンカーボルト定着長は既設躯体より15D(D:アンカー径)

2.下部工側は鉄筋探査等を行い、既設鉄筋を切断しない

  以上を確保すること。

注記）

  ように留意すること。

3.既設躯体の部材取付面は、下地処理を行うこと。

死荷重反力

設計水平力

１本当たりの設計地震力

設計移動量

2232kN

3348kN

1120kN

558mm

560mm

１本当たりの設計引張力 1236kN

G1,G5

G3

902

全周にシーリング 

不陸調整樹脂パテ材  

t=5mm 

図面の種類

縮　 　 尺

設計会社名

施工会社名

 事務所名 

図面番号 /

市　原　管　理　事　務　所

東日本高速道路株式会社　関東支社

館山自動車道

大鳥居高架橋耐震補強工事

株式会社 建設技術研究所

小櫃川大橋(下り線) A1橋台 落橋防止構造 C1(N) 配置図

A1橋台 落橋防止構造 C1(N) 配置図

小櫃川大橋(下り線)

図　示

S=1:75 17   38
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断 面 図
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1.図中詳細寸法は、足場架設後現地実測の上決定のこと。

4.アンカーボルト定着長は既設躯体より15D(D:アンカー径)

2.下部工側は鉄筋探査等を行い、既設鉄筋を切断しない

  以上を確保すること。

注記）

  ように留意すること。

3.既設躯体の部材取付面は、下地処理を行うこと。

死荷重反力

設計水平力

１本当たりの設計地震力

設計移動量

2232kN

3348kN

1120kN

558mm

560mm

１本当たりの設計引張力 1236kN

G1,G5

G3

縁端拡幅工

全周にシーリング 

不陸調整樹脂パテ材  

t=5mm 

縁端拡幅工

全周にシーリング 

不陸調整樹脂パテ材  

t=5mm 

縁端拡幅工

全周にシーリング 

不陸調整樹脂パテ材  

t=5mm 

図面の種類

縮　 　 尺

設計会社名

施工会社名

 事務所名 

図面番号 /

市　原　管　理　事　務　所

東日本高速道路株式会社　関東支社

館山自動車道

大鳥居高架橋耐震補強工事

株式会社 建設技術研究所

小櫃川大橋(下り線) A1橋台 落橋防止構造 C1(N) 構造図(その1)

小櫃川大橋(下り線)

A1橋台 落橋防止構造 C1(N) 構造図(その1)

S=1:75

図　示

[配置図]
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【7リンクワイド】

ブロック型ゴム被覆チェーン(参考図) ピン詳細 アンカーボルト詳細図 S=1:12.5

a部詳細図(参考)
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36

裏当て材

4

2 34

45
°

樹脂パテ材(t=5mm程度)
不陸調整

B - B

下部工付ブラケット

 6-1種 Nut M39 (SS400)
 6-3種 Nut M39 (SS400)
 6-Washer  M39 (SS400)

 6-Anc Bolt D41×980 (SD345)

 2-Rib. Pl 180×22×190 (SM400A)

 1-Top. Pl 385×36×720
 1-Base.Pl 470×22×750 (SM400A)
製作数：3基

A - A C - C
 4-Rib. Pl   65×22× 120
 2-Top. Pl  368×36×1010
 1-Base.Pl  300×22×1040

10-TCB M22× 85 <75> (2-W付)(S10T)
 8-TCB M22×105<100> (2-W付)(S10T)

製作数：3基

D - D

*1 調整ﾘﾝｸﾞの溶接は全周隅肉溶接とする。

*2 端末ﾘﾝｸの防錆仕様はHDZT77とする。

*3 製品計算重量: 158.7 kgf
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* ピンの防錆仕様はHDZT49とする。
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製作数：3基

 4-BASE PL  200×22×145 (SM400A)

 4-RIB  PL  108×22×205 (SM400A)

 8-TCB M22×90(S10T)

 4-BASE PL  200×22×215 (SM400A)

1．特記なき鋼材の材質は全てSM490YBとする。

3．アンカーボルトを配置する際には鉄筋探査を行い、

2．下部工付ブラケットは、全て溶融亜鉛メッキ

　 既設部の鉄筋に干渉しないように注意すること。

注記）

   付着量は、JIS H8641 HDZT77とする。

   ただし、ボルト･ナット類はHDZT49とする。

4．施工に先だち現場実測を行い寸法変更の際、必要で

   あれば応力計算を行い、安全性を確保すること。

   仕上げとする。
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10 定着長 615
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115

不陸調整材

材料表（落橋防止構造1箇所当たり）

数量規　　格 単位 摘        要名　　　　称

ブロック型ゴム被覆チェーン 1270kN 本 1

丸鋼(R.B)

ナット

座金

割ピン

φ75×370

M72　1種

M72

φ10×105

個

個

枚

個

2

4

4

4

7リンクワイド

SCM435

SS400

SS400

SUS304

5.「F.P.」の表記のある箇所は完全溶込み溶接を用いる。

エポキシ樹脂充填

シーリング詳細図 S=1:5
20

20

ベースプレート

不陸調整材
(t=5mm)

シーリング材 

ネジ切り長

溶融亜鉛メッキ

注：アンカーボルトはネジ切り部にのみ溶融亜鉛メッキを施す。

6．上部工ブラケット・補強材は上部工と同等以上の塗装

R5
0

M39 座金

仕様とする。

小櫃川大橋(下り線) A1橋台 落橋防止構造 C1(N) 構造図(その2) S=1:25

[取付概要図]

図面の種類

縮　 　 尺

設計会社名

施工会社名

 事務所名 

図面番号 /

市　原　管　理　事　務　所

東日本高速道路株式会社　関東支社

館山自動車道

大鳥居高架橋耐震補強工事

株式会社 建設技術研究所

小櫃川大橋(下り線)

A1橋台 落橋防止構造 C1(N) 構造図(その2)

図　示
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1.図中詳細寸法は、足場架設後現地実測の上決定のこと。

4.アンカーボルト定着長は既設躯体より15D(D:アンカー径)

2.下部工側は鉄筋探査等を行い、既設鉄筋を切断しない

  以上を確保すること。

注記）

  ように留意すること。

3.既設躯体の部材取付面は、下地処理を行うこと。

はく落防止対策工

コンクリート表面処理工

はく落防止対策工

コンクリート表面処理工

75°

4
7
31

1
1
00

死荷重反力

設計水平力

１本当たりの設計地震力

設計移動量

2220kN

3330kN

1110kN

568mm

570mm

１本当たりの設計引張力 1225kN

G1,G5

G3

729

全周にシーリング 

不陸調整樹脂パテ材  
t=5mm 

図面の種類

縮　 　 尺

設計会社名

施工会社名

 事務所名 

図面番号 /

市　原　管　理　事　務　所

東日本高速道路株式会社　関東支社

館山自動車道

大鳥居高架橋耐震補強工事

株式会社 建設技術研究所

小櫃川大橋(下り線) A2橋台 落橋防止構造 C1(O) 配置図

A2橋台 落橋防止構造 C1(O) 配置図

小櫃川大橋(下り線)

図　示

S=1:75 20   38
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1.図中詳細寸法は、足場架設後現地実測の上決定のこと。

4.アンカーボルト定着長は既設躯体より15D(D:アンカー径)

2.下部工側は鉄筋探査等を行い、既設鉄筋を切断しない

  以上を確保すること。

注記）

  ように留意すること。

3.既設躯体の部材取付面は、下地処理を行うこと。

死荷重反力

設計水平力

１本当たりの設計地震力

設計移動量

2220kN

3330kN

1110kN

568mm

570mm

１本当たりの設計引張力 1225kN

G1,G5

G3

全周にシーリング 

不陸調整樹脂パテ材  
t=5mm 

縁端拡幅工

全周にシーリング 

不陸調整樹脂パテ材  
t=5mm 

縁端拡幅工

全周にシーリング 

不陸調整樹脂パテ材  
t=5mm 

図面の種類

縮　 　 尺

設計会社名

施工会社名

 事務所名 

図面番号 /

市　原　管　理　事　務　所

東日本高速道路株式会社　関東支社

館山自動車道

大鳥居高架橋耐震補強工事

株式会社 建設技術研究所

小櫃川大橋(下り線) A2橋台 落橋防止構造 C1(O) 構造図(その1)

小櫃川大橋(下り線)

A2橋台 落橋防止構造 C1(O) 構造図(その1)

S=1:75

図　示

[配置図]
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【7リンクワイド】

ブロック型ゴム被覆チェーン(参考図) ピン詳細 アンカーボルト詳細図 S=1:12.5

a部詳細図(参考)
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裏当て材
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樹脂パテ材(t=5mm程度)
不陸調整

B - B

下部工付ブラケット

 6-1種 Nut M39 (SS400)
 6-3種 Nut M39 (SS400)
 6-Washer  M39 (SS400)

 6-Anc Bolt D41×980 (SD345)

 2-Rib. Pl 180×22×320

 1-Top. Pl 383×36×720
 1-Base.Pl 720×22×750
製作数：3基

A - A C - C
 4-Rib. Pl   65×22× 120
 2-Top. Pl  368×36×1010
 1-Base.Pl  300×22×1040

10-TCB M22× 85 <75> (2-W付)(S10T)
 8-TCB M22×105<100> (2-W付)(S10T)

製作数：3基

D - D

*1 調整ﾘﾝｸﾞの溶接は全周隅肉溶接とする。

*2 端末ﾘﾝｸの防錆仕様はHDZT77とする。

*3 製品計算重量: 158.7 kgf
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製作数：3基

 4-BASE PL  200×22×145 (SM400A)

 4-RIB  PL  108×22×205 (SM400A)

 8-TCB M22×90(S10T)

 4-BASE PL  200×22×215 (SM400A)

1．特記なき鋼材の材質は全てSM490YBとする。

3．アンカーボルトを配置する際には鉄筋探査を行い、

2．下部工付ブラケットは、全て溶融亜鉛メッキ

　 既設部の鉄筋に干渉しないように注意すること。

注記）

   付着量は、JIS H8641 HDZT77とする。

   ただし、ボルト･ナット類はHDZT49とする。

4．施工に先だち現場実測を行い寸法変更の際、必要で

   あれば応力計算を行い、安全性を確保すること。

   仕上げとする。
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材料表（落橋防止構造1箇所当たり）

数量規　　格 単位 摘        要名　　　　称

ブロック型ゴム被覆チェーン 1270kN 本 1

丸鋼(R.B)

ナット

座金

割ピン

φ75×370

M72　1種

M72

φ10×105

個

個

枚

個

2

4

4

4

7リンクワイド

SCM435

SS400

SS400

SUS304

5.「F.P.」の表記のある箇所は完全溶込み溶接を用いる。

エポキシ樹脂充填

シーリング詳細図 S=1:5
20

20

ベースプレート

不陸調整材
(t=5mm)

シーリング材 

ネジ切り長

溶融亜鉛メッキ

注：アンカーボルトはネジ切り部にのみ溶融亜鉛メッキを施す。

6．上部工ブラケット・補強材は上部工と同等以上の塗装

R5
0

M39 座金

仕様とする。

小櫃川大橋(下り線) A2橋台 落橋防止構造 C1(O) 構造図(その2) S=1:25

[取付概要図]

図面の種類

縮　 　 尺

設計会社名

施工会社名

 事務所名 

図面番号 /

市　原　管　理　事　務　所

東日本高速道路株式会社　関東支社

館山自動車道

大鳥居高架橋耐震補強工事

株式会社 建設技術研究所

小櫃川大橋(下り線)

A2橋台 落橋防止構造 C1(O) 構造図(その2)

図　示
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注記)

2.補強部分(既設面)は、WJによる表面処理を行うこと。

1.既設構造物の形状は、竣工図面を基に復元したもの

  必要に応じて施工内容を精査すること。

3.橋軸方向中心の鉄筋のアンカー削孔箇所は、

　必要に応じてアンカー位置を調整すること。

  であるため、現地にて既設構造物の寸法を計測し、

  事前に探査により鉄筋位置を確認し、

SD30
鉄筋

既設使用材料

240kg/cm2

柱

補強使用材料

縁端拡幅工B

SD30

SD345

主鉄筋

帯鉄筋・他

コンクリート

鉄筋

コンクリート 30N/mm2

1A

符号 本数径

(mm) (kg/m) (kg) (kg)

kg

3-1

920 84 3.66 307

681

鉄筋質量表

合  計 681

A種鉄筋

D16 374 kg

4500 8 7.02 56A D16 1.56

3.98

kg

長さ 単位質量 一本当り質量 質量 摘要

(橋脚１基当り)

SD345

鉄筋加工寸法表

曲げ加工時の減長

2A D16 1540 88 2.40 2111.56

307 kgSD345

断 面 図正 面 図

平 面 図

8610 13.4 107A D16 1.563-2

4.継手位置は千鳥配置とすること。
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樹脂アンカー詳細図 S=1:20

定着長 375

(15D)

10

D
25

エポキシ樹脂注入

アンカー筋 D25

φ
35

385

(コア削孔φ35x385)
図面の種類

縮　 　 尺

設計会社名

施工会社名

 事務所名 

図面番号 /

市　原　管　理　事　務　所

東日本高速道路株式会社　関東支社

館山自動車道

大鳥居高架橋耐震補強工事

株式会社 建設技術研究所

A1橋台 縁端拡幅工B 詳細図

小櫃川大橋(下り線) A1橋台 縁端拡幅工B 詳細図 S=1:100

小櫃川大橋(下り線)

図示

かぶり詳細図 S=1:20

縁端拡幅工B

[配筋図］,［鉄筋加工図]
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注記)

2.補強部分(既設面)は、WJによる表面処理を行うこと。

1.既設構造物の形状は、竣工図面を基に復元したもの

  必要に応じて施工内容を精査すること。

3.橋軸方向中心の鉄筋のアンカー削孔箇所は、

　必要に応じてアンカー位置を調整すること。

  であるため、現地にて既設構造物の寸法を計測し、

  事前に探査により鉄筋位置を確認し、

SD30
鉄筋

既設使用材料

240kg/cm2

柱

補強使用材料

縁端拡幅工B

SD30

SD345

主鉄筋

帯鉄筋・他

コンクリート

鉄筋

コンクリート 30N/mm2

1A

符号 本数径

(mm) (kg/m) (kg) (kg)

kg

3-1

920 82 3.66 300

642

鉄筋質量表

合  計 642

A種鉄筋

D16 342 kg

4500 8 7.02 56A D16 1.56

3.98

kg

長さ 単位質量 一本当り質量 質量 摘要

(橋脚１基当り)

SD345

鉄筋加工寸法表

曲げ加工時の減長

2A D16 1340 86 2.09 1801.56

300 kgSD345

断 面 図

平 面 図

8460 13.2 106A D16 1.563-2

4.継手位置は千鳥配置とすること。

8
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12540

1
3
00

7
62

5
38
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正 面 図
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a ΔLR径
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32118D25 75

2
90

6
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1
1
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6
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1
40

1
1
00

1
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3
46

3
00

2
90

(
36
0)

250

6610975

4245

45
45

5014159

9
94

53

D16

D16

既設橋座部

コンクリート表面処理工

53

2
10

(
14
0)

2
52

6
00

1
01

削
孔
径

35

D25

削孔長 385

定着長 375 10

削
孔
径

35

D25

削孔長 385

定着長 375 10

樹脂アンカー詳細図 S=1:20

定着長 375

(15D)

10

D
25

エポキシ樹脂注入

アンカー筋 D25

φ
35

385

(コア削孔φ35x385) 図面の種類

縮　 　 尺

設計会社名

施工会社名

 事務所名 

図面番号 /

市　原　管　理　事　務　所

東日本高速道路株式会社　関東支社

館山自動車道

大鳥居高架橋耐震補強工事

株式会社 建設技術研究所

A2橋台 縁端拡幅工B 詳細図

小櫃川大橋(下り線) A2橋台 縁端拡幅工B 詳細図 S=1:100

小櫃川大橋(下り線)

図示

かぶり詳細図 S=1:20

縁端拡幅工B

[配筋図］,［鉄筋加工図]
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緩衝ゴム t=50mm 800×350

(クロロプレンゴム　硬度55°±5°)

アンカー D51

削孔径　 φ61

樹脂アンカー定着
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25
4
50

上部工側

鋼製ブラケット

アンカー詳細図
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1
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D51
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エポキシ樹脂注入材

緩衝ゴム t=50mm 800×350

(クロロプレンゴム　硬度55°±5°)

アンカーD51
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45

機械式継手

かぶり詳細図　　S=1:20
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543815924
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491  52134547134
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9
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1
0
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1
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1
2
92

3
1
2

80

130
530

130

横変位拘束構造(RC突起）

緩衝ゴム t=50mm 800×350

(クロロプレンゴム　硬度55°±5°)

縁端拡幅工

（250mm）

アンカー D51

削孔径　 φ61

樹脂アンカー定着

425
101

上部工側

鋼製ブラケット

縁端拡幅工

(250mm)

緩衝ゴム t=50mm 800×350

(クロロプレンゴム　硬度55°±5°)

900

50 800 50

7
70

50
3
50

3
70

67
3
03

アンカー D51

削孔径　φ61

樹脂アンカー定着

100 350 350 100

900

4-D22 X 1970

H 1-1 D51 1040 3 15.9 16.5 50 （3）D51+D51

H 1-2 D51 1200 3 15.9 19.1 57

（3）D51+D51H 1-3 D51 1040 3 15.9 16.5 50

H 2 D22 1970 4  3.04 5.99 24

H 3 D22 2000 4  3.04 6.08 24

H 5 D22 960 2  3.04 2.92 6

217

(機械継手)

合　計 D51 157 kg (6) D51+D51

D22 60 kg

総質量 217 kg (6)

鉄筋質量表
種 別 径

(mm)

長  さ 本 数

(kg/m)

単位質量

(kg/本)

一本当り質量

(kg)

質  量 摘  要

[樹脂アンカー]

[6]

[6]

注）（　　）は機械式継手、[  ]は樹脂アンカー、<　>は機械式定着の箇所数を示す。

[3]

[3]

<機械式定着>

<4>

<4>

<2>

H 4 D22 960 2  3.04 2.92 6 <2>

橋軸直角方向 橋軸直角方向
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6

4-D22 X 2000H3

機械式定着 機械式定着

D22H2

D22H3

D22H5

D51H1

D22H2    D22H4

130 530 130

D22H3    D22H5

104

SD345

SD345

A1 P1 P2 A2

配置図

下り線

上り線

横変位拘束構造
設置箇所：1基

800

100 100

3
50

5
0

2
50

5
0

緩衝ゴム取付詳細図

50

30　　20

φ
30

φ
14

 1-GUM 350x50x800(クロロプレンゴム 硬度55 ±5°)

製作数：1

200 200 200

5
0

3
50

2
50

5
0

S=1:30

a

"a"部詳細

20 30

φ
14

φ
30

50 50

S=1:5

 8-B M12x90(SS400)(W付き)

製作数：1

 インサートM12×50

小櫃川大橋(下り線) A1橋台 横変位拘束構造C 構造詳細図(その1) S=1:50

図　示

A1橋台 横変位拘束構造C 構造詳細図(その1)

小櫃川大橋(下り線)

注記)

1.既設構造物の形状は、竣工図面を基に復元したもので

　に応じて施工内容を精査すること。

  てWJによる表面処理を行うこと。

3.既設躯体側は鉄筋検査等を行い、既設鉄筋を切断しな

  あるため、現地にて既設構造物の寸法を計測し、必要

2.既設コンクリート及び新設コンクリートの接合面は全 

  いように留意すること。 

図面の種類

縮　 　 尺

設計会社名

施工会社名

 事務所名 

図面番号 /

市　原　管　理　事　務　所

東日本高速道路株式会社　関東支社

館山自動車道

大鳥居高架橋耐震補強工事

株式会社 建設技術研究所

正 面 図

平 面 図

断 面 図
A - A
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上部工ブラケット

A - A

LG5

2236632

420 10

1

1

22

B
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0.401%25
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218.5
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218.5159.4
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B - B

A A
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C - C
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130
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S1

D

D

6890125

366

32

22

2 3

D - D

1 部材

d

d

F.P.

83 125 90 68
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F.P.
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2
00

3
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a a

a - a

83 125 90 68
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F.P. 10

7

b - b

bb

cc

c - c

15

200

15

32 166 22

15

4
50

1
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d - d e - e
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22

2 部材

40

4
20

1
60

70

115 125 50

290

3 部材

40

4
20

1
60

70

40 68

108

製作数：1

1-FILL PL 420x 43x  290(SS400)

製作数：2

1-FILL PL 420x 12x  108(SS400)

2
18
.5

製作数：1

 2-BASE PL  450x 32x  319(SM490YB)

 2-BASE PL  450x 22x  219

 2-BASE PL  420x 22x  366

 2-H.RIB PL 282x 22x  366

 2-V.RIB PL 259x 22x  200

 2-V.RIB PL 139x 22x  200

 9-TCB M22x125(S10T)
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1
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1
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40

15

4
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4
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15

4
50

3
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43
3
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1
39

15
2
59

15

4
50

15 93 22 167 22

319 43 319

22 167 22 93

15
1
39

22
2
59

15

22

178

319

22 104 15 181.5

218.5

22 15

1
50

1
50

1
50

既設ボルト孔明け

3-φ24.5

22

シール施工

既設コンクリート

85
1
60

1
50

25
4
50

55

83

25
4
50

10 130

R20

200

15

215 151

1
54

2
74

15

F.P.

小櫃川大橋(下り線) A1橋台 横変位拘束構造C 構造詳細図(その2) S=1:20

図　示

A1橋台 横変位拘束構造C 構造詳細図(その2)

小櫃川大橋(下り線)
図面の種類

縮　 　 尺

設計会社名

施工会社名

 事務所名 

図面番号 /

市　原　管　理　事　務　所

東日本高速道路株式会社　関東支社

館山自動車道

大鳥居高架橋耐震補強工事

株式会社 建設技術研究所

4.　印はHTB(F10T)M22 頭締めを示す。

2.特記無きスカーラップは全てR50とする。

1.特記無き材質は全てSM400Aとする。

注記 )

3.　印はTCB(S10T)M22を示す。ボルト孔はφ26.5とする。

5.事前に現地計測を行い、製作／施工に反映すること。

    ボルト孔はφ26.5とする。

6.「F.P.」の表記のある箇所は完全溶込み溶接を用いる。

7.上部工ブラケットは上部工と同等以上の塗装仕様とする。
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アンカーボルト用削孔

4-φ24.5

ボルト孔明け
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ボルト孔明け
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00
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2
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=900

325

250

1700 20

GE2

S2

A2

1534

0.399%

A1 P1 P2 A2

配置図

下り線

上り線

横変位拘束構造

設置箇所：1基

590

既設支承アンカーボルト
φ38 L=700mm(埋め込み長615mm)

2
70

全周にシーリング 

不陸調整樹脂パテ材  
t=5mm 

小櫃川大橋(下り線) A2橋台 横変位拘束構造M 構造詳細図(その1) S=1:100

図　示

A2橋台 横変位拘束構造M 構造詳細図(その1)

小櫃川大橋(下り線)
図面の種類

縮　 　 尺

設計会社名

施工会社名

 事務所名 

図面番号 /

市　原　管　理　事　務　所

東日本高速道路株式会社　関東支社

館山自動車道

大鳥居高架橋耐震補強工事

株式会社 建設技術研究所

注記)

1.事前に現地計測を行い、製作／施工に反映すること。

2.鋼製部材とコンクリートの接触面は、チッピングによる

表面処理を行うこと。

3.既設躯体側は鉄筋探査等を行い、既設鉄筋を

切断しないように留意すること。

27   38
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製作数：1

1-FILL PL 240x 43x  260(SS400)

製作数：2

1-FILL PL 240x 12x  108(SS400)

製作数：1

1-FILL PL 240x 12x  113(SS400)

製作数：1

1-FILL PL 240x 12x  102(SS400)

製作数：1

1-BASE PL  270x 22x  325

1-BASE PL  240x 22x  118

1-H.RIB PL 104x 22x  311

2-HTB M22x 95(F10T)・・・頭締め

1
5

1
5
0

1
2
9

製作数：1

2-BASE PL  270x 36x  400(SM490YB)

2-BASE PL  270x 22x  319

2-BASE PL  240x 22x  332

2-H.RIB PL 363x 22x  332

4-V.RIB PL 109x 22x  200

6-TCB M22x125(S10T)

8-TCB M22x 90(S10T)

製作数：1

1-BASE PL  270x 22x  312

1-BASE PL  240x 22x  102

1-H.RIB PL  80x 22x  274
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F.P.

小櫃川大橋(下り線) A2橋台 横変位拘束構造M 構造詳細図(その2) S=1:20

図　示

A2橋台 横変位拘束構造M 構造詳細図(その2)

小櫃川大橋(下り線)
図面の種類

縮　 　 尺

設計会社名

施工会社名

 事務所名 

図面番号 /

市　原　管　理　事　務　所

東日本高速道路株式会社　関東支社

館山自動車道

大鳥居高架橋耐震補強工事

株式会社 建設技術研究所

4.　印はHTB(F10T)M22 頭締めを示す。

2.特記無きスカーラップは全てR50とする。

1.特記無き材質は全てSM400Aとする。

注記 )

3.　印はTCB(S10T)M22を示す。ボルト孔はφ26.5とする。

5.事前に現地計測を行い、製作／施工に反映すること。

    ボルト孔はφ26.5とする。

6.「F.P.」の表記のある箇所は完全溶込み溶接を用いる。

7.上部工ブラケットは上部工と同等以上の塗装仕様とする。
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削孔長 77540

5

S = 1:10アンカーボルト部詳細

170

M48ネジ切り

910 10

D
51

φ
61

注：アンカーボルトはネジ切り部にのみ溶融亜鉛メッキを施す。

樹脂パテ t=5mm

M48-ワッシャー

M48-３種ナット

M48-１種ナット
エポキシ樹脂注入

※25-ANC BOLT D51x 910(SD345)

※25-NUT M48(SS400)(１種ナット）

※25-NUT M48(SS400)(３種ナット）

※25-WASHER M48(SS400)

※ 1-BASE PL  1700x 40x 2458(SM570)

※ 1-U.FLG PL 1700x 22x  495(SM570)

※ 1-L.FLG PL 1350x 22x  495(SM570)

※ 1-L.FLG PL  405x 22x  495(SM570)

※ 5-V.RIB PL  480x 40x 2414(SM570)

※ 1-V.RIB PL  480x 40x 1825(SM570)

※23-H.RIB PL  260x 22x  465(SM570)

※ 5-H.RIB PL  310x 22x  465(SM570)

※ 1-BASE PL   360x 36x 1033(SM490YB)

※ 1-H.RIB PL 1003x 22x  669

※ 2-STIFF PL  154x 22x  664

※ 2-STIFF PL  154x 22x  659

※ 2-STIFF PL  154x 22x  655

※ 2-STIFF PL  154x 22x  650

定着長 765 　　10

小櫃川大橋(下り線) A2橋台 横変位拘束構造M 構造詳細図(その3) S=1:40

図　示

A2橋台 横変位拘束構造M 構造詳細図(その3)

小櫃川大橋(下り線)
図面の種類

縮　 　 尺

設計会社名

施工会社名

 事務所名 

図面番号 /

市　原　管　理　事　務　所

東日本高速道路株式会社　関東支社

館山自動車道

大鳥居高架橋耐震補強工事

株式会社 建設技術研究所

2.特記無きスカーラップは全てR50とする。

1.特記無き材質は全てSM400Aとする。

注記）

3.事前に現地計測を行い、製作／施工に反映すること。

4.「F.P.」の表記のある箇所は完全溶込み溶接を用いる。

5.鋼製部材とコンクリートの接触面は、チッピングによる

表面処理を行うこと。

6.下部工付ブラケットは、全て溶融亜鉛メッキ

  仕上げとする。

　付着量は、JIS H8641 HDZT77とする。

ただし、ボルト･ナット類はHDZT49とする。

7.施工計画に基づき吊り方法を検討すること。
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ふっ素樹脂塗料上塗

新鋼材

(一般外面の既存塗膜との境界部の処理の例)

10mm程度

既存塗膜端の処理は既存塗膜の下塗を

極力出さないようにする

（工具を寝かせ過ぎない）
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落橋防止ブラケット取付部（A1橋台、A2橋台）

側面図 正面図

素地調整範囲 再塗装範囲

図面の種類

縮　 　 尺

設計会社名

施工会社名

 事務所名 

図面番号 /

市　原　管　理　事　務　所

東日本高速道路株式会社　関東支社

館山自動車道

大鳥居高架橋耐震補強工事

株式会社 建設技術研究所

小櫃川大橋(上下線) 塗装区分図(その1)

塗装区分図(その1)

小櫃川大橋(上下線)

図　示

S=1:20

側面図 正面図

(上下線) A1橋台,A2橋台

横変位拘束構造取付部（(上り線)A1橋台）

側面図 正面図

素地調整範囲 再塗装範囲

平面図(A-A) 正面図(C-C)側面図 (B-B)
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図面の種類

縮　 　 尺

設計会社名

施工会社名

 事務所名 

図面番号 /

市　原　管　理　事　務　所

東日本高速道路株式会社　関東支社

館山自動車道

大鳥居高架橋耐震補強工事

株式会社 建設技術研究所

小櫃川大橋(上下線) 塗装区分図(その2)

塗装区分図(その2)

小櫃川大橋(上下線)

図　示

(上下線) A1橋台,A2橋台

横変位拘束構造取付部（(上り線)A2橋台）

側面図 正面図

素地調整範囲 再塗装範囲

横変位拘束構造取付部（(下り線)A1橋台）

側面図 正面図

素地調整範囲 再塗装範囲

平面図(A-A) 正面図(C-C)側面図 (B-B)

平面図(A-A) 正面図(C-C)側面図 (B-B)

S=1:20

横変位拘束構造取付部（(下り線)A2橋台）

正面図

素地調整範囲 再塗装範囲

側面図 平面図(A-A) 正面図(C-C)側面図 (B-B)
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落橋防止構造設置工　塗装面積 集計表

横変位拘束構造設置工　塗装面積 集計表

図面の種類

縮　 　 尺

設計会社名

施工会社名

 事務所名 

図面番号 /

市　原　管　理　事　務　所

東日本高速道路株式会社　関東支社

館山自動車道

大鳥居高架橋耐震補強工事

株式会社 建設技術研究所

小櫃川大橋(上下線) 塗装区分図(その3)

塗装区分図(その3)

小櫃川大橋(上下線)

図　示

S=1:20 32   38
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※注1 側面図は主桁方向の寸法を示す。
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2
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図面の種類

縮　 　 尺

設計会社名

施工会社名

 事務所名 

図面番号 /

市　原　管　理　事　務　所

東日本高速道路株式会社　関東支社

館山自動車道

大鳥居高架橋耐震補強工事

株式会社 建設技術研究所

A1橋台 足場工図(参考図)

小櫃川大橋(上下線)

図示

小櫃川大橋(上下線) A1橋台 足場工図（参考図） S=1:125 33   38
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A2橋台 足場工図(参考図)

小櫃川大橋(上下線)

図示

図面の種類

縮　 　 尺

設計会社名

施工会社名

 事務所名 

図面番号 /

市　原　管　理　事　務　所

東日本高速道路株式会社　関東支社

館山自動車道

大鳥居高架橋耐震補強工事

株式会社 建設技術研究所

小櫃川大橋(上下線) A2橋台 足場工図（参考図） S=1:125 34   38
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横変位拘束構造(RC突起)

コンクリートポンプ車

コンクリートミキサー車

A1橋台 コンクリート打設計画図（参考図）

小櫃川大橋(上下線) A1橋台 コンクリート打設計画図（参考図） S=1:500

小櫃川大橋(上下線)

図示

図面の種類

縮　 　 尺

設計会社名

施工会社名

 事務所名 

図面番号 /

市　原　管　理　事　務　所

東日本高速道路株式会社　関東支社

館山自動車道

大鳥居高架橋耐震補強工事

株式会社 建設技術研究所

主要重機

STEP1　足場工設置

維持修繕時施工手順

STEP3　足場工撤去

■STEP1

　[足場工]

　・吊足場

  ・4t吊搭載型トラッククレーン(資材搬入)　　

■STEP3

　[足場工]

　・吊足場

　・4t吊搭載型トラッククレーン(資材搬出)　

STEP2　橋台補強施工
■STEP2

　[橋台補強工]：RC縁端拡幅工

　・ミニバックホウ（鉄筋組立補助）

　・コンクリートポンプ車

　・ミキサー車

　・16t吊ラフテレーンクレーン

側 面 図

平 面 図
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A2橋台 コンクリート打設計画図（参考図）

小櫃川大橋(上下線) A2橋台 コンクリート打設計画図（参考図） S=1:500

小櫃川大橋(上下線)

図示

図面の種類

縮　 　 尺

設計会社名

施工会社名

 事務所名 

図面番号 /

市　原　管　理　事　務　所

東日本高速道路株式会社　関東支社

館山自動車道

大鳥居高架橋耐震補強工事

株式会社 建設技術研究所

側 面 図

平 面 図

主要重機

STEP1　足場工設置

維持修繕時施工手順

STEP3　足場工撤去

■STEP1

　[足場工]

　・吊足場

  ・4t吊搭載型トラッククレーン(資材搬入)　

■STEP3

　[足場工]

　・吊足場

　・4t吊搭載型トラッククレーン(資材搬出)　

STEP2　橋台補強施工
■STEP2

　[橋台補強工]：RC縁端拡幅工

　・ミニバックホウ（鉄筋組立補助）

　・コンクリートポンプ車

　・ミキサー車

　・16t吊ラフテレーンクレーン
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落橋防止構造

縁端拡幅工

吊足場

(防護型側面)

横変位拘束構造(RC突起)

A1橋台 落橋防止資材搬入計画図(参考図)

小櫃川大橋(上下線) A1橋台 落橋防止資材搬入計画図(参考図) S=1:500

小櫃川大橋(上下線)

図示

図面の種類

縮　 　 尺

設計会社名

施工会社名

 事務所名 

図面番号 /

市　原　管　理　事　務　所

東日本高速道路株式会社　関東支社

館山自動車道

大鳥居高架橋耐震補強工事

株式会社 建設技術研究所

主要重機

STEP1　足場工設置

STEP2　落橋防止システム施工

落橋防止システム施工手順

STEP3　足場工撤去

■STEP2

　[落橋防止構造設置工]：ブロック型ゴム被覆チェーン設置工

　・16t吊ラフテレーンクレーン、チェーンブロック併用

　

■STEP1

　[足場工]

　・吊足場

　・4t吊搭載型トラッククレーン(資材搬入)　

■STEP3

　[足場工]

　・吊足場　

　・4t吊搭載型トラッククレーン(資材搬出)　

側 面 図

平 面 図

■A1橋台上下線 施工時

16t吊ラフテレーンクレーン

資材重量 　: 0.606t

作業半径 　: 11.0m (14.9mブーム)

定格重量　 : 0.750t(14.9mブーム)

TADANO GR160N

定格総荷重（t）

ブーム

作業半径

（m）

14.9mブーム

8.0

9.0

10.0

11.0

1.90

1.40

1.05

0.75

フック重量 : 0.140t

吊重量 　　: 0.746t

0.746t＜0.750t・・・OK

アウトリガ不使用

※橋台側面より、16t吊ラフテレーンクレーンにて資材搬入。

　最大資材は、上部工付ブラケット。(重量0.606t)
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作業半径11.0m

16tクレーン

横変位拘束構造

落橋防止構造

縁端拡幅工

A2橋台 落橋防止資材搬入計画図(参考図)

小櫃川大橋(上下線) A2橋台 落橋防止資材搬入計画図(参考図) S=1:500

小櫃川大橋(上下線)

図示

図面の種類

縮　 　 尺

設計会社名

施工会社名

 事務所名 

図面番号 /

市　原　管　理　事　務　所

東日本高速道路株式会社　関東支社

館山自動車道

大鳥居高架橋耐震補強工事

株式会社 建設技術研究所

主要重機

STEP1　足場工設置

STEP2　落橋防止システム施工

落橋防止システム施工手順

STEP3　足場工撤去

■STEP2

　[落橋防止構造設置工]：ブロック型ゴム被覆チェーン設置工

　・16t吊ラフテレーンクレーン、チェーンブロック併用

　

■STEP1

　[足場工]

　・吊足場

　・4t吊搭載型トラッククレーン(資材搬入)　

■STEP3

　[足場工]

　・吊足場　

　・4t吊搭載型トラッククレーン(資材搬出)　

側 面 図

平 面 図

■A2橋台上下線 施工時

※橋台側面より、16t吊ラフテレーンクレーンにて資材搬入。

　最大資材は、上部工付ブラケット。(重量0.606t)

16t吊ラフテレーンクレーン

資材重量 　: 0.606t

作業半径 　: 11.0m (14.9mブーム)

定格重量　 : 0.750t(14.9mブーム)

TADANO GR160N

定格総荷重（t）

ブーム

作業半径

（m）

14.9mブーム

8.0

9.0

10.0

11.0

1.90

1.40

1.05

0.75

フック重量 : 0.140t

吊重量 　　: 0.746t

0.746t＜0.750t・・・OK

アウトリガ不使用
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